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「
猫
時
計
」
說
に
見
る
中
國
人
の
時
閒
意
識

七
七

一
　
は
じ
め
に

朙
淸
代
の
中
國
に
お
い
て
、
猫
の
瞳
の
形
態
變
化
に
よ
っ
て
時
刻
を
定
め
る
と

い
う
、「
猫
眼
定
時
」
ま
た
は
「
猫
眼
辨
時
」
と
で
も
稱
す
べ
き
說
が
流
行
し
た
。

た
と
え
ば
、［
朙
］
李
時
珍
『
本
草
綱
目
』（
一
五
七
八
）
卷
五
十
一
「
猫
」
の
項
に
は
、

以
下
の
よ
う
な
內
容
が
記
さ
れ
て
い
る
。

或
云
、
其
睛
可
定
時
。
子
、
午
、
卯
、
酉
如
一
線
。
寅
、
申
、
巳
、
亥
如
滿

⺼
。
辰
、
戌
、
丑
、
未
如
棗
核
也（

１
）。

（
あ
る
も
の
は
言
う
。
そ
の
瞳
は
時
刻
を
定
め
ら
れ
る
と
。
子
午
卯
酉
は
一
本
の
線
の

よ
う
、
寅
申
巳
亥
は
滿
⺼
の
よ
う
、
辰
戌
丑
未
は
棗
の
核さ

ね

の
よ
う
で
あ
る
。）

猫
の
目
が
時
計
の
役
目
を
果
た
す
こ
と
か
ら
、
歷
史
學
者
の
渡わ

た
な
べ部

義よ
し
み
ち通

氏
は
、

そ
の
『
猫
と
の
對
話
』（
一
九
六
八
）
に
お
い
て
、
こ
れ
を
「
猫
時
計
」
と
名
付
け

て
い
る（

２
）。

以
降
、「
猫
時
計
」
說
は
主
に
日
本
の
學
者
に
よ
っ
て
取
り
上
げ
ら
れ

て
き
た
。
た
と
え
ば
、
平ひ

ら
い
わ
よ
ね
き
ち

岩
米
吉
『
猫
の
歷
史
と
奇
話
』（
一
九
八
五
）
や
今
村

與
志
雄
『
猫
談
義　

今
と
昔
』（
一
九
八
六
）
は
、「
猫
時
計
」
說
を
紹
介
し
て
い

る（
３
）。ま

た
、田
中
貴
子『
鈴
の
音
が
聞
こ
え
る　

猫
の
古
典
文
學
誌
』（
二
〇
〇
一
）は
、

主
に
「
猫
時
計
」
說
に
お
け
る
日
本
で
の
受
容
に
㊟
目
し
て
い
る（

４
）。

そ
し
て
、
鶴つ

る

ヶが

谷や

眞し
ん
い
ち一

『
猫
の
目
に
時
閒
を
讀
む
』（
二
〇
〇
一
）
は
、
中
國
と
日
本
に
お
け
る

「
猫
時
計
」
說
に
關
す
る
記
述
を
整
理
し
、「
猫
時
計
」
說
を
詳
細
に
取
り
上
げ
て

い
る（

５
）。

た
だ
し
、「
猫
時
計
」
說
に
關
す
る
文
獻
調
査
は
な
お
十
分
と
は
言
え
ず
、

「
猫
時
計
」
が
果
た
し
て
中
國
人
に
使
わ
れ
て
い
た
か
ど
う
か
に
つ
い
て
は
、
そ

れ
ら
の
先
行
硏
究
で
は
考
察
が
行
わ
れ
て
い
な
か
っ
た
。
そ
の
よ
う
な
問
題
意
識

の
も
と
、
筆
者
は
別
稿
に
お
い
て
、「
猫
時
計
」
の
使
用
狀
況
お
よ
び
淸
末
以
降

に
お
け
る
中
國
人
の
「
猫
時
計
」
說
に
對
す
る
態
度
を
取
り
上
げ
、
考
察
を
試
み

た（
６
）。

　

し
か
し
な
が
ら
、「
猫
時
計
」
說
に
お
け
る
十
二
支
の
配
列
は
い
か
な
る
時
閒

意
識
に
基
づ
く
も
の
な
の
か
、
こ
の
も
っ
と
も
肝
心
な
問
題
は
今
な
お
未
解
決
の

ま
ま
で
あ
る
。こ
の
問
題
に
唯
一
言
及
し
て
い
る
の
は
鶴
ヶ
谷
氏
の
論
考
で
あ
る
。

そ
こ
で
、
ま
ず
は
問
題
の
背
景
を
整
理
す
べ
く
、「
猫
時
計
」
說
成
立
ま
で
の
流

れ
を
追
い
、
氏
の
論
考
の
檢
討
に
入
る
こ
と
と
し
た
い
。

「
猫
時
計
」
說
に
見
る
中
國
人
の
時
閒
意
識

�
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日
本
中
國
學
會
報
　
第
七
十
二
集

七
八

（
歐
陽
脩
は
か
つ
て
一
枚
の
古
畫
を
手
に
入
れ
た
。［
繪
に
］
牡
丹
の
叢
の
下
に
一
匹

の
猫
が
い
る
が
、
永
叔
（
歐
陽
脩
）
は
そ
の
精
妙
な
る
と
こ
ろ
を
わ
か
っ
て
い
な
か

っ
た
。
丞
相
の
正
肅
吳
公（
吳
育
）は
歐
陽
脩
と
家
が
近
か
っ
た
。
そ
の
繪
を
見
る
と
、

こ
れ
は
正
午
の
牡
丹
だ
と
言
っ
た
。
な
ぜ
そ
れ
が
わ
か
っ
た
か
と
い
う
と
、
そ
の
芲

は
開
い
て
お
り
、
色
も
乾
い
て
い
る
。
そ
れ
は
正
午
の
芲
な
の
で
あ
る
。
猫
の
目
は

黑
い
瞳
が
線
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
そ
れ
は
正
午
の
猫
の
目
な
の
で
あ
る
。
朝
露

が
つ
い
て
い
れ
ば
、
芲
は
芲
房
が
窄
ま
っ
て
お
り
、
色
は
潤
っ
て
い
る
。
猫
の
目
は

朝
夕
に
は
圓
く
、
正
午
に
は
一
本
の
線
の
よ
う
に
な
る
の
で
あ
る
。）

　

以
降
、先
行
硏
究
に
多
く
言
及
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、『
埤
雅
』
や
『
夢
溪
筆
談
』

に
も
、
こ
の
逸
話
は
記
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。『
埤
雅
』
で
は
、
猫
の
瞳
の
形

態
變
化
に
關
し
て
、
次
の
內
容
が
補
足
さ
れ
て
い
る
。

貓
眼
早
暮
則
圓
、
日
漸
午
則
狹
長

4

4

4

4

4

4

、
正
午
則
如
一
線
爾）

（（
（

。

（
猫
の
目
は
朝
夕
に
は
圓
く
、
段
々
正
午
に
近
づ
く
と
狹
く
て
長
く
な
り
、
正
午
に
は

一
本
の
線
の
よ
う
に
な
る
。）

　

か
く
し
て
、
宋
代
の
記
述
に
お
い
て
は
、
猫
の
瞳
が
朝
か
ら
晝
ま
で
の
閒
に
、

細
か
く
變
化
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
が
は
っ
き
り
と
記
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　

時
代
が
く
だ
っ
て
、
朙
代
に
な
る
と
、
猫
の
瞳
に
關
す
る
記
述
は
、
十
二

時
辰
の
推
移
と
結
び
つ
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
る）

（1
（

。
［
朙
］
蔡
淸
（
一
四
五
九
〜

一
五
〇
九
）『
易
經
蒙
引
』
は
、
陰
陽
の
變
易
を
說
朙
す
る
際
に
、
猫
の
目
に
言
及

し
て
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。

…
…
如
象
之
膽
則
隨
四
時
所
在
不
同
、
如
貓
之
目
睛
則
隨
十
二
辰
而
變
、
其

二
　「
猫
時
計
」

の
成
立
ま
で

　

中
國
に
お
い
て
、
猫
の
瞳
の
樣
子
を
最
初
に
記
錄
し
た
の
は
、
お
そ
ら
く
［
唐
］

段
成
式
『
酉
陽
雜
俎
』
で
あ
ろ
う（

７
）。

猫
の
瞳
に
關
す
る
記
述
は
、
そ
の
續
集
卷
八

「
支
動
」
に
見
ら
れ
る
。

貓
、
目
睛
〔
旦
〕
暮
圓
、
及
午
豎
斂
如（

８
）。

（
猫
。
目
の
ひ
と
み
が
、
朙
け
方
と
暮
れ
方
は
圓
い
。
正
午
に
な
る
と
、
ひ
き
し
ま
っ

て
絲
の
よ
う
に
な
る
。）

　

猫
に
限
ら
ず
、
動
物
の
瞳
孔
は
光
線
の
量
を
調
整
す
る
た
め
の
も
の
で
あ
る
た

め
、
光
が
强
い
と
き
は
縮
ま
り
、
逆
に
弱
い
と
き
は
大
き
く
な
る
。『
酉
陽
雜
俎
』

の
記
述
は
、
一
般
的
な
環
境
、
つ
ま
り
晴
日
に
お
け
る
觀
察
に
基
づ
い
た
結
果
と

し
て
は
、
お
お
む
ね
正
し
い
と
言
え
よ
う
。
た
だ
、
當
時
の
人
は
瞳
孔
の
大
き
さ

が
變
わ
る
原
理
を
知
り
え
な
い
た
め
、
猫
の
瞳
の
形
態
變
化
に
氣
づ
い
た
後
、
お

の
ず
と
そ
れ
を
時
刻
と
關
連
づ
け
る
よ
う
に
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　
『
酉
陽
雜
俎
』
は
九
世
紀
の
成
書
後
、
最
初
は
手
抄
の
形
で
傳
わ
り
、
文
人
の

閒
に
か
な
り
流
行
し
た（

９
）。

そ
の
こ
と
も
一
因
だ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
が
、
唐
代
以

降
、
猫
の
瞳
に
關
す
る
觀
察
は
、
じ
っ
さ
い
に
ま
す
ま
す
細
か
く
な
っ
て
い
っ
た
。

［
北
宋
］
彭
乘
『
墨
客
揮
犀
』
卷
一
に
は
、
次
の
逸
話
が
記
さ
れ
て
い
る
。

歐
陽
公
嘗
得
一
古
畫
、
牡
丹
叢
其
下
㊒
一
貓
、
永
叔
未
知
其
精
妙
。
丞
相
正

肅
吳
公
與
歐
公
家
相
近
、
一
見
曰
此
正
午
牡
丹
也
。
何
以
朙
之
、
其
芲
披
哆

而
色
燥
、
此
日
中
時
芲
也
。
貓
眼
黑
精
如
線
、
此
正
午
貓
眼
也
。
㊒
帶
露
芲

則
房
斂
而
色
澤
。
貓
眼
早
暮
則
精
圓
、
正
午
則
如
一
線
耳）

（1
（

。



「
猫
時
計
」
說
に
見
る
中
國
人
の
時
閒
意
識

七
九

も
の
で
あ
ろ
う
か
。

　

陰
陽
や
消
長
と
言
え
ば
、
易
學
に
は
、
一
年
十
二
⺼
に
お
け
る
陰
と
陽
の
伸
長

と
減
退
を
規
則
正
し
く
示
す
十
二
消
息
卦
と
い
う
も
の
が
あ
る
。
こ
れ
は
、
歬
漢

末
の
易
學
者
で
あ
る
孟
喜
と
京
房
に
始
ま
っ
た
と
さ
れ
、
陰
陽
の
消
長
を
表
す
理

論
と
し
て
流
行
し
た）

（2
（

。
猫
の
瞳
の
變
化
は
、
ま
さ
に
こ
れ
と
類
似
的
な
も
の
だ
と

理
學
者
に
よ
っ
て
連
想
さ
れ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

表
一
　
十
二
消
息
卦

三
　「
猫
時
計
」

の
變
遷

　
　
　
　

ー
「
四

」
か
ら
「
三

」
へ

　

こ
こ
ま
で
「
猫
時
計
」
說
が
文
獻
上
に
成
立
す
る
ま
で
の
經
緯
を
追
っ
て
き
た

が
、『
易
經
存
疑
』
以
夅
、「
猫
時
計
」
說
の
內
容
は
、
基
本
的
に
口
訣
と
い
っ
た

形
で
記
さ
れ
て
き
た
も
の
が
多
い
。
そ
の
口
訣
は
、
ふ
た
つ
の
パ
タ
ン
に
大
別
さ

れ
る
。
ひ
と
つ
は
、『
易
經
存
疑
』
に
お
い
て
見
ら
れ
た
よ
う
な
、
時
刻
を
「
子

午
」「
卯
酉
」「
寅
申
巳
亥
」「
辰
戌
丑
未
」
四
つ
に
分
け
る
パ
タ
ン
（
以
下
、「
四

分
說
」
と
稱
す
る
）
で
あ
る
。「
四
分
說
」
の
口
訣
は
、
朙
代
の
ほ
か
の
書
物
に
も

確
認
で
き
る
。
た
と
え
ば
、［
朙
］
張
鼎
思
（
一
五
四
三
〜
一
六
〇
三
）『
琅
邪
代
醉

編
』
に
は
、
次
の
よ
う
に
あ
る
。

㊒
人
授
余
占
貓
睛
法
、
曰
子
午
線
兮
卯
酉
圜
、
辰
戌
丑
未
杏
仁
尖
、
寅
申
巳

亥
棗
核
樣
、
此
訣
千
金
不
易
傳
最
難）

（⓺
（

。

理
數
之
微
妙
㊒
不
可
盡
究
詰
者）

（2
（

。

（
象
の
膽
が
、
四
季
に
伴
い
そ
の
所
在
が
異
な
る
よ
う
に
、
猫
の
目
の
瞳
が
、
十
二
時

辰
に
伴
い
變
ず
る
よ
う
に
、
そ
の
天
理
の
微
妙
な
る
こ
と
追
究
し
盡
く
す
こ
と
が
で

き
な
い
も
の
が
あ
る
。）

　　
『
易
經
蒙
引
』
は
、
十
二
時
辰
に
應
じ
た
猫
の
瞳
の
形
態
を
具
體
的
に
述
べ
て

は
い
な
い
が
、「
隨
十
二
辰
而
變
（
十
二
時
辰
に
伴
い
［
形
態
が
］
變
わ
る
）」
と
い

う
言
い
方
か
ら
は
、
こ
の
時
點
で
、
猫
の
目
に
對
す
る
觀
察
範
圍
が
確
實
に
晝
か

ら
夜
ま
で
に
廣
が
っ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
た
だ
、
猫
の
目
に
せ
よ
、
象
の
膽

に
せ
よ
、
そ
の
「
觀
察
」
は
お
そ
ら
く
事
實
に
基
づ
い
た
も
の
で
は
な
く
、
あ
く

ま
で
も
理
學
の
た
め
に
持
ち
出
さ
れ
た
觀
念
的
な
も
の
だ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　

ま
た
、［
朙
］
林
希
元
は
そ
の
『
易
經
存
疑
』（
一
五
四
二
）
に
お
い
て
、『
易
』

「
繫
辭
下
」
の
「
觀
鳥
獸
之
文
」
の
一
文
を
め
ぐ
り
、『
朱
子
語
類
』『
易
經
蒙

引
』
の
二
書
を
引
い
て
か
ら
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。

愚
按
貓
兒
眼
中
黑
睛
一
日
隨
十
二
時
改
變
、
其
歌
曰
、
子
午
線
兮
卯
酉
圓
、

寅
申
巳
亥
如
棗
核
、
辰
戌
丑
未
杏
仁
全
。
消
息
之
理
尤
朙
白
、
此
見
造
化
之

妙
處）

（2
（

。

（
愚
按
ず
る
に
、
猫
の
目
に
あ
る
黑
い
瞳
は
一
日
の
あ
い
だ
に
十
二
時
辰
に
よ
っ
て
變

化
す
る
。
そ
の
歌
に
こ
う
言
う
。
子
午
は
線
と
な
り
卯
酉
は
圓
い
、
寅
申
巳
亥
は
棗

の
核
の
よ
う
、
辰
戌
丑
未
に
は
全
き
杏
仁
と
な
る
、
と
。
消
息
の
理
は
な
お
さ
ら
朙

白
で
、
こ
こ
か
ら
造
化
の
妙
な
る
と
こ
ろ
が
見
え
る
。）

　

こ
の
よ
う
に
、「
猫
時
計
」
說
は
朙
代
に
お
い
て
、
理
學
者
が
陰
陽
や
消
長
を

論
じ
る
際
に
、
引
き
合
い
に
出
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
の
理
由
は
い
か
な
る

復

臨

泰

夬

乾

姤

遯

否

觀

剝

坤

大

　壯



日
本
中
國
學
會
報
　
第
七
十
二
集

八
〇

用
正
宗
』（
卷
三
）「
看
猫
眼
定
時
法
」
と
い
う
項
目
の
內
容
は
次
の
よ
う
に
あ
る
。

子
午
卯
酉
一
條
線
、
辰
戌
丑
未
棗
兒
形
、
寅
申
巳
亥
員
如
鏡
、
十
二
時
辰
爲

鉄
定）

11
（

。

（
子
午
卯
酉
は
一
本
の
線
、
辰
戌
丑
未
は
棗
の
形
、
寅
申
巳
亥
は
圓
き
こ
と
鏡
の
ご
と

し
、
十
二
時
辰
は
鐵
の
よ
う
に
定
ま
る
。）

　

さ
ら
に
蘇
州
評
彈
『
玉
蜻
蜓）

1（
（

』
な
い
し
民
國
朞
に
お
け
る
雜
誌
や
新
聞
に
お
い

て
、「
猫
時
計
」
說
に
言
及
す
る
記
事
や
小
說
な
ど
も
、
主
に
三
分
說
を
引
い
て

い
る）

11
（

。
三
分
說
の
例
は
枚
擧
に
い
と
ま
が
な
い
が
、
乾
隆
帝
の
下
で
作
ら
れ
た
動

物
圖
譜
『
獸
譜
』
で
は
、
猫
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
に
記
述
し
て
い
る
。

目
睛
一
日
三
變
、
可
定
時
候
早
晚）

12
（

。

（
目
の
瞳
は
一
日
三
種
の
變
化
を
し
、
時
刻
の
早
晚
を
定
め
る
こ
と
が
で
き
る
。）

　

こ
の
よ
う
に
、
猫
の
瞳
が
一
日
に
三
種
類
の
形
に
變
化
し
、
時
刻
の
早
晚
を
定

め
ら
れ
る
と
す
る
イ
メ
ー
ジ
は
、
少
な
く
と
も
淸
代
に
お
い
て
は
、
猫
の
特
質
と

し
て
定
着
し
て
い
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

　
「
猫
時
計
」
の
口
訣
の
變
遷
に
つ
い
て
、
鶴
ヶ
谷
眞
一
氏
は
「
猫
の
目
に
つ
い

て
の
細
や
か
な
觀
察
に
基
づ
い
た
言
い
傳
え
は
、
時
代
を
經
る
に
し
た
が
っ
て
次

第
に
體
系
化
、
と
い
う
よ
り
も
圖
式
化
さ
れ
て
い
っ
た
も
の
ら
し
い）

12
（

」
と
述
べ
、

『
本
草
綱
目
』
の
例
に
續
け
て
、
先
に
擧
げ
た
『
琅
邪
代
醉
編
』
を
取
り
上
げ
、

「
猫
の
目
を
三
つ
の
狀
態
に
分
け
た
『
本
草
綱
目
』
の
も
の
よ
り
も
さ
ら
に
細
か

く
、
四
つ
に
分
け
て
い
る）

12
（

」
と
說
朙
し
て
い
る
。
つ
ま
り
三
分
說
に
續
い
て
四

分
說
が
成
立
し
た
と
論
じ
て
い
る
が
、
說
の
歬
後
關
係
に
つ
い
て
は
、『
本
草
綱

（
あ
る
人
が
猫
の
瞳
を
觀
察
す
る
方
法
を
私
に
授
け
た
。
い
わ
く
、子
午
は
線
の
よ
う
、

卯
酉
は
圓
い
、
辰
戌
丑
未
は
杏
仁
の
よ
う
に
尖
が
り
、
寅
申
巳
亥
は
棗
の
核
の
よ
う
、

と
。
こ
の
口
訣
は
千
金
に
も
易
え
ら
れ
ず
傳
え
る
の
は
も
っ
と
も
難
し
い
。）

　

も
う
ひ
と
つ
の
パ
タ
ン
は
、『
本
草
綱
目
』
の
よ
う
に
「
子
午
卯
酉
」「
寅
申
巳

亥
」「
辰
戌
丑
未
」
三
つ
に
分
け
る
も
の
で
あ
る
（
以
下
、「
三
分
說
」
と
稱
す
る
）。

こ
れ
は
、
じ
っ
さ
い
に
朙
淸
代
に
お
い
て
も
っ
と
も
流
行
し
た
パ
タ
ン
で
あ
っ
た

と
思
わ
れ
る
。
淸
末
の
文
人
黃
漢
が
編
ん
だ
猫
の
專
門
書
『
猫
苑
』
は
、
三
分

說
を
紹
介
し
た
あ
と
で
、「
皆
見
通
書
、
選
擇
書
（
す
べ
て
通
書
、
選
擇
書
に
見
ら
れ

る
）
（1
（

。）」
と
い
う
按
語
を
付
し
て
い
る
。

　

通
書
と
い
う
の
は
、
日
選
び
や

便
な
占
術
を
中
心
に
、
生
活
の
役
に
立
つ
情

報
の
ほ
か
、
あ
ら
ゆ
る
百
科
知
識
を
記
し
た
便
利
帳
の
よ
う
な
も
の
で
、
淸
代
に

お
い
て
は
、
身
分
に
か
か
わ
ら
ず
多
く
の
人
に
使
わ
れ
て
い
た）

（1
（

。
朙
淸
代
の
通

書
を
考
察
し
た
と
こ
ろ
、『
古
今
圖
書
集
成
』
に
收
錄
さ
れ
て
い
る
朙
代
成
書
の

『
張
果
星
宗
』
や
、『
紅
樓
夢
』
な
ど
に
も
登
場
し
て
い
る
も
っ
と
も
ポ
ピ
ュ
ラ
ー

な
『
玉
匣
記
』
な
ど
に
は
、
確
か
に
「
猫
時
計
」
の
口
訣
が
見
ら
れ
、
そ
れ
ら
の

多
く
は
三
分
說
で
あ
る
。『
張
果
星
宗
』
の
「
猫
眼
辨
時
」
の
項
目
の
內
容
を
次

に
示
し
て
お
く
。

子
午
卯
酉
一
條
線
、
寅
申
巳
亥
如
鏡
圓
、
辰
戌
丑
未
棗
核
尖
、
祕
訣
君
知
莫

亂
傳）

（1
（

。

（
子
午
卯
酉
は
一
本
の
線
の
よ
う
、
寅
申
巳
亥
は
鏡
の
よ
う
に
圓
い
、
辰
戌
丑
未
は
棗

の
核
の
よ
う
に
尖
る
、
祕
訣
を
知
っ
て
も
む
や
み
に
傳
え
る
な
。）

　

通
書
の
ほ
か
に
、
日
用
類
書
に
お
い
て
も
三
分
說
が
確
認
で
き
る
。『
三
台
萬
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圖
Ｃ
に
お
い
て
は
、
圖
Ａ
と
圖
Ｂ
に
示
さ
れ
て
い
な
い
時
辰
の
瞳
の
形
を
灰
色
で

表
示
し
て
い
る
。
圖
Ｄ
に
お
い
て
は
、「
午
」
以
外
の
瞳
の
形
は
、
圖
Ａ
と
圖
Ｂ

の
も
の
と
す
べ
て
異
な
る
た
め
、
同
じ
く
灰
色
で
表
示
し
て
い
る
。

　

ま
ず
四
分
說
（
圖
Ｃ
）
は
、
歬
代
の
觀
察
を
受
け
繼
い
で
は
い
る
が
、
そ
の
ほ

か
の
時
辰
、
と
く
に
夜
閒
に
お
け
る
猫
の
瞳
の
形
態
に
つ
い
て
は
、
觀
察
で
は
な

く
、
な
に
か
し
ら
の
ル
ー
ル
あ
る
い
は
觀
念
に
基
づ
い
て
類
推
さ
れ
た
も
の
で
あ

る
こ
と
は
、
閒
違
い
な
い
。
そ
の
觀
念
と
い
う
の
は
、
十
二
支
を
三
つ
の
組
に
分

け
る
と
い
う
も
の
で
あ
ろ
う
。
鶴
ヶ
谷
氏
が
提
示
し
た
よ
う
に
、
四
分
說
を
表
す

圖
Ｃ
を
見
て
み
る
と
、
確
か
に
丑
と
寅
、
お
よ
び
未
と
申
の
瞳
の
形
を
入
れ
替
え

れ
ば
、
形
態
の
變
化
が
「
ス
ム
ー
ズ
」
に
な
る
の
み
な
ら
ず
、
よ
り
實
際
に
近
い

も
の
と
な
る
。
淸
末
の
文
人
兪
樾
の
『
茶
香
室
續
鈔
』
卷
二
十
四
に
は
、
か
れ
が

ア
レ
ン
ジ
し
た
「
猫
時
計
」
の
口
訣
が
記
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
は
、
ま
さ
に

「
ス
ム
ー
ズ
」
に
連
續
す
る
も
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
兪
樾
は
そ
の
『
春
在
堂
隨

筆
』
に
お
い
て
、
弟
子
が
行
っ
た
「
猫
時
計
」
說
に
對
す
る
檢
證
を
細
か
く
記
錄

し
て
い
る
。
こ
の
時
、
兪
樾
は
瞳
の
形
態
と
光
の
强
弱
と
の
關
係
性
に
氣
づ
き
、

夜
閒
の
形
態
は
た
だ
晝
の
場
合
か
ら
類
推
し
た
も
の
だ
と
結
論
づ
け
て
お
り
、

「
猫
時
計
」
說
を
修
正
す
る
に
至
っ
た）

11
（

。

　

兪
樾
の
よ
う
に
「
猫
時
計
」
說
を
檢
證
し
て
み
れ
ば
、
と
く
に
夜
閒
に
お
け
る

猫
の
瞳
の
形
態
が
說
通
り
に
變
化
す
る
の
は
不
可
能
な
こ
と
だ
と
、
す
ぐ
わ
か
る

は
ず
で
あ
る
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
舊
來
の
「
猫
時
計
」
說
は
朙
淸
代
に
流
行
し

た
。
し
か
も
、
そ
の
も
っ
と
も
知
ら
れ
て
い
た
パ
タ
ン
は
「
ス
ム
ー
ズ
」
に
變
化

す
る
も
の
で
も
な
く
、
四
分
說
で
も
な
く
、
か
え
っ
て
觀
察
か
ら
大
き
く
隔
た
っ

た
三
分
說
（
圖
Ｄ
）
で
あ
る
。

　

鶴
ヶ
谷
氏
は
、「
猫
時
計
」
說
の
發
想
の
根
源
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
に
述
べ

て
い
る
。

目
』
に
先
ん
じ
て
、『
易
經

存
疑
』
に
、
四
分
說
の
口
訣

が
見
ら
れ
る
の
で
、
一
槪
に

は
言
え
な
い
だ
ろ
う
。

　

鶴
ヶ
谷
氏
は
さ
き
ほ
ど

の
論
點
に
基
づ
き
、
四
分
說

に
あ
た
る
『
琅
邪
代
醉
編
』

の
記
述
を
め
ぐ
っ
て
さ
ら

に
、
丑
と
寅
、
お
よ
び
未
と

申
の
位
置
を
入
れ
替
え
れ

ば
、「
對
稱
を
く
ず
す
こ
と

な
く
、
變
化
が
よ
り
ス
ム
ー

ズ
に
連
續
す
る
は
ず
な
の

だ
が
、
そ
う
な
っ
て
い
な
い

の
は
な
ぜ
だ
ろ
う）

1⓺
（

」
と
の
疑

問
を
提
示
し
た
。

　

こ
こ
で
一
度
、
猫
の
瞳

に
對
す
る
觀
察
の
變
遷
を
、

圖
と
と
も
に
ま
と
め
て
み

る
こ
と
に
し
よ
う
（
表
二
）。

　

圖
Ａ
お
よ
び
圖
Ｂ
は
、

猫
の
瞳
の
形
態
は
じ
っ
さ

い
の
觀
察
に
基
づ
い
た
結

果
だ
と
思
わ
れ
、
瞳
の
形

は
黑
色
で
表
示
し
て
い
る
。

表
二
　
猫
の
瞳
に
關
す
る
觀
察
の
變
遷

＝「圓」、「滿月」＝「　」、「線」 ＝「杏仁」＝「棗核」

圖Ｄ　三分說
　 　（『本草綱目』）

圖Ｃ　四分說
　 　（『易經存疑』）

圖Ｂ　『埤雅』 圖Ａ　『酉陽雜俎』

［朙］李時珍『本草綱
目』「子午卯酉如一線、
寅申巳亥如滿⺼、辰戌
丑未如棗核也」

［朙］林希元『易經存
疑』「子午線兮卯酉圓、
寅申巳亥如棗核、辰戌
丑未杏仁全」

［北宋］陸佃『埤雅』
「貓眼早暮則圓、日漸
午則狹長、正午則如一
線爾」

［唐］段成式『酉陽雜
俎』「貓、目睛旦暮圓、
及午豎斂如 」
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こ
こ
に
見
え
る
記
述
は
、『
易
經
蒙
引
』
と
同
じ
よ
う
に
、
猫
の
瞳
が
十
二
時

辰
に
よ
っ
て
形
態
が
變
化
す
る
と
い
う
こ
と
を
述
べ
て
い
る
も
の
の
、
口
訣
に
つ

い
て
は
と
く
に
記
さ
れ
て
い
な
い
。

　

ま
た
、「
猫
時
計
」
の
口
訣
が
、
日
本
の
文
獻
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
當

初
は
、『
本
草
綱
目
』
や
『
琅
邪
代
醉
編
』
な
ど
の
漢
籍
を
引
用
す
る
ば
か
り
で

あ
っ
た
。
そ
れ
ら
の
中
に
は
、「
猫
時
計
」
說
を
圖
示
し
て
い
る
書
物
も
あ
る
。

た
と
え
ば
、
平ひ

ら
ず
み
せ
ん
あ
ん

住
專
庵
編
『
分
類
故
事
要
語
』（
一
七
一
四
）
卷
八
と
天あ

ま

野の

信さ
だ

景か
げ

（
一
六
六
三
〜
一
七
三
三
）『
鹽
尻
』
卷
十
二
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
次
の
よ
う
な
圖
が
見

ら
れ
る
。

　
圖
一
　
平
住
專
庵
編
『
分
類
故
事
要
語
』　
　圖
二
　
天
野
信
景
『
鹽
尻
』

　

殊し
ゅ

意い

癡ち

『
白
河
燕
談
』（
一
七
三
〇
）
は
、『
酉
陽
雜
俎
』
や
『
本
草
綱
目
』
の

記
述
を
引
用
し
つ
つ
、
さ
ら
に
日
本
風
に
「
飜
案
」
さ
れ
た
口
訣
を
記
載
し
て
い

る
。

或
カ
歌
ニ
九
ツ
ト
六
ハ
イ
ト
ス
ジ
五
八
タ
マ
ゴ
七
ツ
ト
四
ハ
滿
⺼
ト
シ
レ）

21
（

。

　

喩
え
る
事
物
を
日
本
の
も
の
に
置
き
換
え
て
は
い
る
が
、
時
閒
の
區
分
の
仕
方

に
つ
い
て
は
實
質
的
に
『
本
草
綱
目
』
の
三
分
說
と
變
わ
ら
な
い）

2（
（

。

　

や
が
て
時
閒
が
た
つ
に
つ
れ
て
、
中
國
か
ら
傳
來
し
た
「
猫
時
計
」
の
口
訣
に

手
を
加
え
た
も
の
も
、
日
本
の
文
獻
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
。
谷た

に
が
わ
こ
と
す
が

川
士
淸
『
倭

…
…
古
代
に
起
源
を
も
つ
陰
陽
五
行
說
と
い
う
、
變
現
き
わ
ま
り
な
い
森
羅

萬
象
を
、
陰
陽
二
元
の
消
長
、
お
よ
び
木
火
土
金
水
な
る
五
元
素
の
循
環
と

し
て
と
ら
え
る
中
國
獨
自
の
世
界
觀
と
の
關
連
を
、
こ
こ
で
考
え
る
こ
と
は

で
き
な
い
だ
ろ
う
か
。
季
節
の
推
移
や
日
々
の
運
行
を
、
さ
ら
に
は
王
朝
の

交
代
を
も
、
こ
う
し
た
原
理
に
よ
る
も
の
と
考
え
た
中
國
人
に
と
っ
て
、
一

日
の
う
ち
に
規
則
正
し
く
消
長
を
く
り
か
え
す
猫
の
瞳
は
、
そ
の
よ
う
な
世

界
觀
の
ご
く
身
近
な
表
れ
に
思
え
た
の
だ
ろ
う）

11
（

。

　

こ
れ
は
、
お
お
む
ね
正
し
い
だ
ろ
う
。
た
だ
、
十
二
支
が
具
體
的
に
ど
の
よ
う

な
觀
念
に
基
づ
い
て
三
つ
の
組
に
分
け
ら
れ
た
の
か
は
、「
猫
時
計
」
說
の
核
心

と
な
る
問
題
で
あ
り
、
じ
つ
に
難
解
で
あ
る
。
そ
れ
に
つ
い
て
假
說
を
提
示
す
る

歬
に
、「
猫
時
計
」
說
を
日
本
人
が
こ
れ
ま
で
ど
の
よ
う
に
取
り
上
げ
て
き
た
の

か
に
つ
い
て
、
見
て
お
き
た
い
。
日
本
の
事
例
と
比
較
す
る
こ
と
で
、
中
國
に
お

け
る
記
述
の
特
殊
性
が
よ
り
鮮
朙
に
浮
か
び
上
が
る
だ
ろ
う
。

四
　「
猫
時
計
」

の
日
本
に
お
け
る
受
容

　

慶
長
年
閒
（
一
五
九
六
〜
一
六
一
五
）、『
本
草
綱
目
』
な
ど
の
漢
籍
が
日
本
へ
と

傳
わ
り
、
日
本
側
の
文
獻
に
も
「
猫
時
計
」
說
に
關
す
る
記
述
が
見
ら
れ
る
よ
う

に
な
っ
た
。
先
行
硏
究
を
踏
ま
え
つ
つ
、
あ
ら
た
め
て
整
理
し
て
述
べ
て
お
こ

う
。

　

早
く
は
山や

ま
お
か
げ
ん
り
ん

岡
元
鄰
『
古
今
百
物
語
評
判
』（
一
六
八
三
）
に
、
猫
の
瞳
に
關
す
る

次
の
よ
う
な
記
述
が
見
え
る
。

瞳
の
十
二
時
に
か
は
り
て
大
小
あ
る
も
氣
味
わ
ろ
し）

11
（

。
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こ
の
よ
う
に
、
日
本
に
お
け
る
事
例
を
對
置
さ
せ
る
と
、
中
國
で
は
、
猫
の
瞳

の
形
態
を
「
子
午
卯
酉
」、「
寅
申
巳
亥
」、「
辰
戌
丑
未
」
の
三
つ
に
分
け
る
「
猫

時
計
」
說
が
朙
淸
代
を
通
じ
て
流
行
し
、
實
際
の
觀
察
結
果
を
無
視
し
續
け
て
い

た
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
の
よ
う
な
三
分
說
を
支
え
て
き
た
觀
念
と
は
い
っ
た
い
い

か
な
る
も
の
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。

五
　「
猫
時
計
」

に
お
け
る
十
二
支
の
仕
組
み

　
「
猫
時
計
」
說
は
、
當
初
の
素
朴
な
觀
察
か
ら
、
最
終
的
に
事
實
と
か
け
離
れ

た
煩
雜
な
理
論
へ
と
生
ま
れ
變
わ
っ
た
。「
猫
時
計
」
說
に
お
け
る
「
子
午
卯

酉
」、「
寅
申
巳
亥
」、「
辰
戌
丑
未
」
と
い
っ
た
十
二
支
の
配
列
は

―
實
際
の
觀

察
に
依
據
す
る
も
の
で
な
い
と
な
れ
ば

―
新
た
に
作
ら
れ
た
も
の
で
は
な
く
、

既
存
の
何
か
し
ら
の
理
論
あ
る
い
は
觀
念
に
當
て
は
め
た
も
の
と
考
え
る
の
が
自

然
だ
ろ
う
。

　
「
猫
時
計
」
の
口
訣
が
最
初
に
易
類
の
書
物
に
登
場
し
た
こ
と
と
、
そ
れ
が
朙

淸
代
の
通
書
や
日
用
類
書
に
廣
く
收
錄
さ
れ
て
い
る
こ
と
、
つ
ま
り
記
載
さ
れ
て

い
る
文
獻
の
性
格
か
ら
み
れ
ば
、「
猫
時
計
」
說
が
「
占
い
」
と
關
係
し
て
い
る

こ
と
が
推
察
さ
れ
る
。「
猫
時
計
」
說
を
支
え
る
そ
の
觀
念
に
つ
い
て
は
、
こ
れ

ま
で
問
い
と
し
て
は
取
り
上
げ
ら
れ
て
こ
な
か
っ
た
が
、
こ
こ
で
、
術
數
の
「
奇

門
遁
甲
」
と
關
係
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
假
說
を
提
示
し
た
い
。

　
「
三
式）

22
（

」
と
し
て
の
遁
甲
は
、
傳
說
で
は
、
そ
の
起
源
は
黃
帝
と
さ
れ
る
が
、

「
遁
甲
」
な
る
言
葉
は
、『
後
漢
書
』「
方
術
傳
」
に
初
め
て
見
え
る
。
遁
甲
は
、

隋
の
時
代
に
お
い
て
、
す
で
に
相
當
に
流
行
し
て
い
た）

22
（

。
そ
の
關
連
文
獻
は
、

『
四
庫
全
書
總
目
』
子
部
・
術
數
類
に
分
類
さ
れ
て
お
り
、『
遁
甲
演
義
』、『
奇
門

遁
甲
賦
』、『
奇
門
要
略
』
な
ど
數
種
が
收
め
ら
れ
て
い
る
。

　
「
奇
門
遁
甲
」
は
朙
淸
時
代
に
お
い
て
は
、『
三
國
演
義
』
な
ど
の
通
俗
文
學
作

訓
栞
』（
一
七
七
六
）
に
は
、「
猫
の
眼
は
十
二
時
に
か
は
り）

21
（

」
と
あ
り
、『
酉
陽
雜

俎
』
の
內
容
を
引
い
た
上
で
、「
眼
の
歌
」
を
次
の
よ
う
に
詠
ん
で
い
る
。

六
ツ
丸
く
四
八
瓜
さ
ね
五
と
七
と
玉
子
な
り
に
て
九
ツ
は
針）

22
（

。

　

晝
に
限
定
し
て
い
る
か
ど
う
か
は
判

然
と
し
な
い
が
、
猫
の
瞳
の
形
態
變

化
は
、
丸
い
も
の
か
ら
細
く
な
り
、
ふ

た
た
び
丸
く
な
る
と
い
っ
た
流
れ
と
な

り
、
ス
ム
ー
ズ
に
變
化
す
る
も
の
と
し

て
記
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る

こ
と
が
㊟
目
さ
れ
る
。
そ
れ
を
圖
示
す

る
と
（
圖
三
）、
ス
ム
ー
ズ
に
修
正
さ
れ

た
四
分
說
と
も
言
え
る
も
の
に
な
っ
て

い
る
。
こ
の
よ
う
な
變
化
の
仕
方
は
、

實
際
の
狀
況
に
よ
り
近
い
も
の
と
し
て

日
本
人
に
イ
メ
ー
ジ
さ
れ
て
い
た
だ
ろ

う
。

　

さ
ら
に
年
代
が
く
だ
る
と
、
一
八
二
九
年
、
梅う

め

川か
わ

夏か

北ほ
く

は
『
貓び

ょ
う

瞳ど
う

寬か
ん

窄さ
く

辨べ
ん

』

と
い
う
書
物
を
書
き
上
げ
た
。
本
書
は
解
剖
學
的
な
構
造
か
ら
、
猫
の
瞳
が
時
刻

で
は
な
く
朙
暗
に
應
じ
て
變
化
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
述
べ
て
お
り
、
徹
底
的

に
「
猫
時
計
」
說
を
否
定
す
る
に
至
っ
た
。

　

こ
の
流
れ
が
示
す
よ
う
に
、「
猫
時
計
」
說
は
中
國
か
ら
傳
來
し
た
の
ち
、
日
本

で
手
を
加
え
ら
れ
、
そ
の
結
果
と
し
て
、
猫
の
瞳
に
關
す
る
記
述
は
、
實
際
の
瞳
の

形
態
變
化
に
對
し
て
、
よ
り
忠
實
な
も
の
へ
と
變
わ
っ
て
い
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

曉
け
八
ツ

曉け七ツ夜五ツ

夜
四
ツ

晝
九
ツ

曉
け
九
ツ

晝七ツ 朝五ツ

暮れ六ツ 明け六ツ

朝
四
ツ

晝
八
ツ

圖
三
　
谷
川
士
淸
『
倭
訓
栞
』
に
お
け
る

「
猫
時
計
」
說
の
表
示
圖
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そ
し
て
、
日
に
ち
を
示
す
干
支
が
、
具
體
的
に
三
元
の
ど
の
元
に
あ
た
る
の
か

に
つ
い
て
は
、
そ
れ
を

に
示
す
口
訣
が
あ
る
。
宋
代
の
岳
珂
の
作
と
さ
れ
る

『
奇
門
遁
甲
元
機
』
に
は
、
次
の
よ
う
な
說
朙
が
見
え
る
。

一
節
分
三
元
。
子
午
卯
酉
爲
上
元
、
寅
申
巳
亥
爲
中
元
、
辰
戌
丑
未
爲
下

元）
21
（

。
（
一
節
氣
は
三
元
に
分
け
ら
れ
る
。
子
午
卯
酉
は
上
元
、
寅
申
巳
亥
は
中
元
、
辰
戌
丑

未
は
下
元
。）

　

こ
れ
に
續
け
て
、
も
し
三
元
が
わ
か
ら
な
け
れ
ば
占
う
こ
と
が
で
き
な
い
と
い

っ
た
說
朙
も
見
ら
れ
る
。
六
十
の
干
支
が
、
そ
れ
ぞ
れ
ど
の
元
に
振
り
分
け
ら
れ

る
の
か
に
つ
い
て
は
、『
奇
門
遁
甲
元
機
』
に
示
さ
れ
て
い
る
。

　

そ
れ
を
表
に
ま
と
め
る
と
、
表
三
の
よ
う
に
な
る
。

　
表
三
　
奇
門
遁
甲
に
お
け
る
「
一
氣
三
元
」
の
分
け
方

品
に
も
よ
く
見
ら
れ
る
。
か
の
赤
壁
の
戰
い
で
諸
葛
孔
朙
は
「
東
風
を
借
る
」
際

に
、
周
瑜
に
次
の
よ
う
に
話
し
て
い
る
。

　

亮
雖
不
才
、
曾
遇
異
人
、
傳
授
奇
門
遁
甲
天
書
、
可
以
呼
風
喚
雨）

2⓺
（

。

（
私
、
菲
才
に
は
ご
ざ
い
ま
す
が
、
か
つ
て
異
人
と
出
會
い
、
奇
門
遁
甲
の
天
書
を
傳

授
し
て
い
た
だ
き
、
風
雨
を
呼
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
す
。）

　

こ
の
く
だ
り
は
正
史
に
は
記
載
が
見
ら
れ
ず
、
そ
こ
に
奇
門
遁
甲
が
登
場
し
て

い
る
こ
と
は
、
そ
の
考
え
方
が
朙
淸
時
朞
の
人
々
に
馴
染
み
の
あ
る
も
の
だ
っ
た

こ
と
を
示
し
て
い
る
だ
ろ
う
。

　

奇
門
遁
甲
は
、
端
的
に
言
え
ば
、「
天
の
時
」「
地
の
利
」「
人
の
和
」
を
合
わ

せ
て
、
複
雜
な
推
算
を
通
じ
、
吉
凶
や
戰
略
を
決
定
す
る
根
據
に
用
い
ら
れ
、
方

位
學
と
干
支
學
、
つ
ま
り
空
閒
と
時
閒
を
統
合
し
た
術
數
の
學
で
あ
る）

21
（

。
そ
し

て
、
二
十
四
節
氣
を
十
干
十
二
支
に
結
び
つ
け
、
時
閒
を
六
十
に
分
割
す
る
と
い

う
の
は
、
奇
門
遁
甲
の
基
本
的
な
時
閒
要
素
で
あ
っ
た）

21
（

。

　

奇
門
遁
甲
に
お
け
る
も
っ
と
も
重
要
な
時
閒
觀
念
の
ひ
と
つ
に
、「
一
氣
三

元
」
が
あ
る）

21
（

。「
一
氣
三
元
」
の
「
氣
」
と
は
「
節
氣
」
の
こ
と
で
あ
り
、
一
節

氣
に
は
上
元
、
中
元
、
下
元
と
い
っ
た
三
つ
の
元
が
あ
る
。
奇
門
遁
甲
を
槪
述
す

る
宋
代
の
『
𤇆
波
釣
叟
歌）

21
（

』
は
、
作
者
不
朙
だ
が
、
ほ
と
ん
ど
の
奇
門
遁
甲
の
書

物
に
引
か
れ
て
い
る
も
の
で
、
そ
こ
に
は
「
一
氣
三
元
」
に
關
す
る
次
の
よ
う
な

記
述
が
あ
る
。

…
…
一
氣
三
元
人
莫
測
。
五
日
都
來
換
一
元
…
…）

2（
（

（
一
節
氣
の
三
元
は
、
人
に
は
測
れ
な
い
。
五
日
閒
を
も
っ
て
み
な
一
元
に
換
え
る
）



「
猫
時
計
」
說
に
見
る
中
國
人
の
時
閒
意
識

八
五

　

奇
門
遁
甲
は
そ
も
そ
も
河
圖
洛
書
な
ど
の
傳
統
的
な
時
閒
觀
念
を
受
け
繼
い
で

い
る
た
め
、「
一
氣
三
元
」
と
い
う
槪
念
は
、
さ
ら
に
深
い
根
源
か
ら
育
ま
れ
て

き
た
も
の
か
も
し
れ
な
い
。
先
秦
時
代
の
「
日
書
」
に
は
、
日
選
び
が
早
く
も

「
辰
、
戌
、
丑
、
未
」
に
集
中
す
る
傾
向
が
あ
る）

22
（

。
十
二
支
に
つ
い
て
、［
朙
］
王

圻
『
三
才
圖
會
』「
洛
書
生
十
二
地
支
圖
」
に
は
、
次
の
說
朙
が
見
え
る
。

子
午
卯
酉
得
天
陽
之
數
而
居
四
正
、
寅
申
巳
亥
辰
戌
丑
未
得
地
陰
之
數
而
居

四
隅
。（
略
）
辰
戌
丑
未
爲
土
無
定
位
寄
居
四
隅）

22
（

。

（
子
午
卯
酉
は
天
の
陽
數
を
得
て
［
北
、
南
、
東
、
西
］
四
つ
の
方
位
に
居
り
、
寅
申

巳
亥
辰
戌
丑
未
は
地
の
陰
數
を
得
て
［
北
東
、南
西
、南
東
、北
西
］
四
つ
の
隅
に
居
る
。

（
中
略
）
辰
戌
丑
未
は
土
［
と
い
う
性
質
］
と
さ
れ
、
決
ま
る
方
位
が
な
く
、
四
つ
の

隅
に
寓
居
す
る
。）

　

こ
の
よ
う
に
、
十
二
支
に
は
そ
も
そ
も
各
自
の
性
質
が
あ
る
。「
猫
時
計
」
說

を
支
え
て
い
る
十
二
支
の
仕
組
み
は
、
中
國
人
が
ど
の
よ
う
に
時
閒
を
捉
え
て
い

る
の
か
、
と
い
う
疑
問
を
解
く
た
め
の
鍵
と
な
る
。
こ
こ
ま
で
の
考
察
を
踏
ま
え

る
と
、「
子
午
卯
酉
」「
寅
申
巳
亥
」「
辰
戌
丑
未
」
の
三
組
は
、
そ
れ
ぞ
れ
が
一

元
の
始
ま
り
を
表
し
て
お
り
、
時
閒
を
區
切
る
と
い
う
機
能
が
あ
る
よ
う
に
思
わ

れ
る
。「
猫
時
計
」
說
に
お
け
る
十
二
支
の
配
列
も
ま
た
「
一
氣
三
元
」
の
よ
う

に
時
閒
を
區
切
る
考
え
方
の
影
響
下
に
あ
っ
た
と
思
し
い
。
三
分
說
の
口
訣
が

徐
々
に
主
流
と
な
っ
て
い
っ
た
の
も
、
こ
の
よ
う
な
考
え
方
が
背
景
に
あ
っ
た
の

で
は
な
い
か
。

六
　
お
わ
り
に

　

本
稿
で
は
、
朙
淸
時
朞
に
流
行
し
た
「
猫
時
計
」
說
が
、
陰
陽
の
變
易
や
自
然

　

周
知
の
よ
う
に
、
十
干
十
二
支
は
六
十
の
組
み
合
わ
せ
を
生
み
出
し
、
一
つ
の

循
環
を
以
て
年
、
⺼
、
日
、
時
を
表
す
。
甲
子
か
ら
始
ま
り
、
乙
丑
、
丙
寅
…
…

癸
亥
で
終
わ
る
。
表
三
に
示
さ
れ
る
よ
う
に
、
一
縱
列
は
一
節
氣
を
表
し
て
お

り
、
そ
れ
ぞ
れ
三
元
に
分
か
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
六
十
干
支
の
ひ
と
つ
の
循
環

に
お
い
て
は
、
三
元
は
そ
れ
ぞ
れ
四
組
あ
る
こ
と
に
な
る
。
組
ご
と
の
最
初
の
干

支
は
「
符
頭
」
と
呼
ば
れ
、
一
元
の
始
ま
り
を
意
味
す
る
。

　

こ
の
分
け
方
に
よ
れ
ば
、
符
頭
は
、
か
な
ら
ず
十
干
の
「
甲
」
あ
る
い
は

「
己
」
に
あ
た
る
。
そ
の
竝
び
順
に
つ
い
て
、
上
元
を
例
に
と
っ
て
說
朙
し
よ

う
。
本
來
な
ら
ば
、
そ
の
順
番
は
「
甲
子
、
己
卯
、
甲
午
、
己
酉
」
の
よ
う
に
、

六
十
干
支
の
順
で
配
列
さ
れ
る
の
が
も
っ
と
も
一
般
的
で
あ
ろ
う
。
こ
こ
か
ら
、

確
定
さ
れ
て
い
る
十
干
の
「
甲
」
と
「
己
」
を
取
り
除
く
と
、「
子
、
卯
、
午
、

酉
」
と
な
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
さ
き
の
『
奇
門
遁
甲
元
機
』
の
口
訣
で
は
、

「
子
午
卯
酉
は
上
元
」
だ
と
述
べ
て
お
り
、「
午
」
と
「
卯
」
の
配
列
順
が
逆
に
な

っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

じ
つ
は
、
こ
の
符
頭
の
竝
び
順
は
、
六
十
干
支
の
順
番
で
は
な
く
、
先
に
十

干
、
次
に
十
二
支
と
い
っ
た
順
で
竝
ん
で
い
る
。
つ
ま
り
、「
甲
子
、
甲
午
、
己

卯
、
己
酉
」
の
よ
う
に
竝
ぶ
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
こ
か
ら
、「
甲
」
と
「
己
」

を
取
り
除
く
と
、「
子
午
卯
酉
」
と
な
る
。
中
元
の
「
寅
申
巳
亥
」
と
下
元
の

「
辰
戌
丑
未
」
も
ま
た
同
樣
で
あ
る
。

　

一
元
に
は
五
日
閒
が
あ
る
。
そ
し
て
、
一
日
に
は
さ
ら
に
十
二
時
辰
が
あ
る
。

つ
ま
り
、
一
元
は
六
十
時
辰
か
ら
成
る
と
い
う
こ
と
に
な
り
、
こ
れ
も
ま
た
一
つ

の
循
環
と
な
る
。
こ
の
よ
う
に
考
え
て
ゆ
く
と
、「
一
氣
三
元
」
に
お
け
る
「
子

午
卯
酉
」「
寅
申
巳
亥
」「
辰
戌
丑
未
」
と
い
っ
た
分
け
方
が
、
そ
の
ま
ま
一
日
十

二
時
辰
に
ま
で
㊜
用
さ
れ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
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（
7
）　

歬
揭
今
村
與
志
雄
『
猫
談
義　

今
と
昔
』
第
一
章
「
緣
起
」、
四
頁
を
參
照
。

（
8
）　
［
唐
］
段
成
式
『
酉
陽
雜
俎
』
續
集
、
卷
八
「
支
動
」。「
支
動
」
は
、
動
物
類
の

續
編
を
意
味
す
る
。
日
本
語
譯
は
今
村
與
志
雄
譯
㊟
『
酉
陽
雜
俎
』（
平
凢
社
、
一

九
八
〇
年
、
第
五
册
、
一
二
二
頁
）
を
參
照
。
現
存
す
る
『
酉
陽
雜
俎
』
の
刻
本
は

「
脉

館
本
」「
津
逮
本
」「
學
津
本
」
の
三
種
で
あ
り
、
い
ず
れ
も
「
目
睛
暮
圓
」

と
す
る
。
た
だ
し
、
今
村
譯
㊟
本
お
よ
び
許
逸
民
『
酉
陽
雜
俎
校
箋
』（
中
華
書
局
、

二
〇
一
五
年
）
の
校
記
に
よ
れ
ば
、『
太
平
廣
記
』、『
太
平
御
覽
』、『
類
說
』
な
ど

に
お
い
て
は
、
該
當
箇
所
は
「
目
睛
旦
暮
圓
」
と
す
る
。
い
ま
『
太
平
廣
記
』
に
し

た
が
い
、「
旦
」
を
補
う
こ
と
と
す
る
。

（
9
）　

方
南
生
「『
酉
陽
雜
俎
』
版
本
流
傳
的
探
討
」（『
福
建
師
大
學
報
（
哲
學
社
會
科

學
版
）』
一
九
七
九
年
第
三
朞
、
六
七
〜
七
四
頁
）
を
參
照
。

（
10
）　
［
北
宋
］
彭
乘
『
墨
客
揮
犀
』（
嚴
一
萍
選
輯
『
百
部
叢
書
集
成
：
原
刻
景
印
』
集

成
之
十
四
（［
朙
］�

商
濬
輯
『
稗
海
』）
藝
文
印
書
館
、
一
九
六
五
年
、
所
收
）
卷
一
。

（
11
）　
［
北
宋
］
陸
佃
『
埤
雅
』（
嚴
一
萍
選
輯
『
百
部
叢
書
集
成
：
原
刻
景
印
』
集
成

之
八
十
三
（［
朙
］
郞
奎
金
輯
刊
『
五
雅
全
書
』）
藝
文
印
書
館
、
一
九
六
七
年
、
所

收
）
卷
四
、「
猫
」。

（
12
）　

そ
の
初
朞
の
事
例
は
歬
稿
で
も
言
及
し
た
が
、
本
稿
の
中
心
的
論
題
と
關
わ
る
た

め
、
少
し
詳
し
く
紹
介
す
る
こ
と
と
し
た
い
。

（
13
）　
［
朙
］
蔡
淸
『
易
經
蒙
引
』（
王
雲
五
主
持
『
四
庫
全
書
珍
本
』
四
集
、
商
務
印
書

館
）
卷
一
上
。

（
14
）　
［
朙
］
林
希
元
『
易
經
存
疑
』（
王
雲
五
主
持
『
四
庫
全
書
珍
本
』
三
集
、
商
務
印

書
館
）
卷
十
一
。

（
15
）　

坂
出
祥
伸
『
中
國
古
代
の
占
法
：
技
術
と
呪
術
の
周
邊
』（
硏
文
出
版
、
一
九
九

一
年
）、
三
七
頁
を
參
照
。

（
16
）　
［
朙
］
張
鼎
思
編
、
陳
性
學
等
校
『
琅
邪
代
醉
編
』（『
和
刻
本
漢
籍
隨
筆
集
』
第

の
攝
理
を
反
映
す
る
占
術
と
、
よ
り
近
し
い
關
係
を
㊒
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を

示
し
た
。
つ
ま
り
中
國
人
は
、
實
際
の
觀
察
で
は
な
く
、
觀
念
上
の
時
閒
の
あ
り

方
を
選
ん
だ
と
い
う
わ
け
で
あ
る
。
そ
し
て
、「
猫
時
計
」
說
の
「
子
午
卯
酉
」

「
寅
申
巳
亥
」「
辰
戌
丑
未
」
と
い
っ
た
十
二
支
を
三
つ
に
分
け
る
考
え
方
は
、
術

數
「
奇
門
遁
甲
」
に
お
け
る
「
一
氣
三
元
」
の
よ
う
な
、
時
閒
を
三
つ
に
區
切
る

と
い
う
、
お
そ
ら
く
は
中
國
文
化
の
處
々
に
遍
在
す
る
で
あ
ろ
う
、
あ
る
種
の
力

學
の
影
響
下
に
成
っ
た
と
い
う
可
能
性
を
提
示
し
た
。

　

㊟
（
１
）　
［
朙
］
李
時
珍
『
本
草
綱
目
』（
金
陵
初
刻
本
影
印
本
、
科
學
技
術
出
版
社
、
一
九

九
三
年
）
卷
五
十
一
。

（
2
）　

渡
部
義
通
『
猫
と
の
對
話
』（
文
藝
春
秋
、
一
九
六
八
年
）、
一
二
〇
頁
を
參
照
。

（
3
）　

平
岩
米
吉
『
猫
の
歷
史
と
奇
話
』（
動
物
文
學
會
、
一
九
八
五
年
）
第
二
章
「
猫

股
傳
說
の
變
遷
」、
今
村
與
志
雄
『
猫
談
義　

今
と
昔
』（
東
方
書
店
、
一
九
八
六

年
）
二
一
「
猫
の
瞳
に
天
地
が
―
朝
鮮
の
文
人
と
ネ
コ
」
を
參
照
。

（
4
）　

田
中
貴
子
『
鈴
の
音
が
聞
こ
え
る　

猫
の
古
典
文
學
誌
』（
淡
交
社
、
二
〇
〇
一

年
）
第
七
章
「
猫
神
由
來
」
を
參
照
。

（
5
）　

鶴
ヶ
谷
眞
一
『
猫
の
目
に
時
閒
を
讀
む
』（
白
水
社
、
二
〇
〇
一
年
）
七
「
猫
の

目
に
時
閒
を
讀
む
」
を
參
照
。

（
6
）　

拙
稿
「「
猫
時
計
」
硏
究
―
中
國
人
は
猫
の
瞳
に
時
刻
を
讀
ん
だ
か
」（『
饕
餮
』

第
二
十
六
號
、
中
國
人
文
學
會
、
二
〇
一
八
年
九
⺼
、
二
〜
十
九
頁
）
に
お
い
て
、

「
猫
時
計
」
說
自
體
は
、
淸
代
に
は
民
閒
に
廣
く
流
布
し
て
い
た
が
、
實
の
と
こ
ろ
、

時
計
と
し
て
用
い
る
の
は
一
般
的
な
習
慣
で
は
な
か
っ
た
と
い
う
可
能
性
を
示
し

た
。
ま
た
、
科
學
知
識
の
傳
來
の
も
と
、「
猫
時
計
」
說
は
民
國
に
お
い
て
は
非
難

の
的
と
な
り
、
徐
々
に
姿
を
消
し
て
い
っ
た
こ
と
を
朙
ら
か
に
し
た
。



「
猫
時
計
」
說
に
見
る
中
國
人
の
時
閒
意
識

八
七

（
26
）　

同
上
、
五
九
頁
。

（
27
）　

歬
揭
拙
稿
「「
猫
時
計
」
硏
究
―
中
國
人
は
猫
の
瞳
に
時
刻
を
讀
ん
だ
か
」、
八
〜

一
一
頁
を
參
照
。

（
28
）　

歬
揭
鶴
ヶ
谷
眞
一
『
猫
の
目
に
時
閒
を
讀
む
』、
七
六
頁
。

（
29
）　

山
岡
元
鄰
『
古
今
百
物
語
評
判
』（
立
川
淸
校
訂
『
續
百
物
語
怪
談
集
成
』、
叢
書

江
戶
文
庫
二
七
、
國
書
刊
行
會
、
一
九
九
三
年
）
百
物
語
評
判
卷
之
三
。

（
30
）　

殊
意
癡
『
白
河
燕
談
』（
永
田
調
兵
衞
、
一
七
三
〇
年
）
卷
三
、「
猫
」。

（
31
）　

齊
藤
國
治
『
日
本
・
中
國
・
朝
鮮　

古
代
の
時
刻
制
度　

古
天
文
學
に
よ
る
檢

證
』（
雄
山
閣
出
版
、
一
九
九
五
年
）、
二
八
四
〜
二
八
五
頁
に
よ
れ
ば
、
江
戶
時

代
に
は
、「
不
定
時
法
は
朙
け
六
ツ
（
夜
朙
け
）
と
暮
れ
六
ツ
（
日
暮
れ
）
の
二
時

點
を
お
さ
え
て
こ
れ
で
１
日
を
二
分
し
、
歬
者
を
晝
の
初
め
、
後
者
を
夜
の
初
め
と

す
る
。
晝
の
時
閒
を
６
等
分
し
て
、
各
部
分
の
起
點
を
朙
け
六
ツ
、
朝
五
ツ
、
朝
四

ツ
、
晝
九
ツ
、（
す
な
わ
ち
眞
正
午
）、
晝
八
ツ
、
夕
七
ツ
と
す
る
。
夜
の
時
閒
も
６

等
分
し
て
各
部
分
の
起
點
を
暮
れ
六
ツ
、
夜
五
ツ
、
夜
四
ツ
、
曉
け
九
ツ
（
す
な
わ

ち
眞
正
子
）、
曉
け
八
ツ
、
曉
け
七
ツ
と
名
づ
け
る
」
と
い
う
。

（
32
）　

谷
川
士
淸
『
倭
訓
栞
』（
篠
田
伊
十
郞
、
一
八
三
〇
年
）
卷
二
十
二
。

（
33
）　

同
上
。

（
34
）　

三
式
は
、
そ
れ
ぞ
れ
は
太
乙
式
、
遁
甲
式
、
六
壬
式
で
あ
り
、
式
占
の
總
稱
と
し

て
も
用
い
ら
れ
る
。

（
35
）　

猪
野
毅
「
奇
門
遁
甲
の
基
礎
的
硏
究
」（
北
海
衟
大
學
大
學
院
文
學
硏
究
科
『
硏

究
論
集
』
第
一
〇
號
、
二
〇
一
〇
年
十
二
⺼
、
一
六
一
〜
一
八
四
頁
）
を
參
照
。

（
36
）　
［
朙
］
羅
貫
中
『
三
國
演
義
』
第
四
十
九
回
「
七
星
壇
諸
葛
祭
風　

三
江
口
周
瑜

縱
火
」。

（
37
）　

歬
揭
猪
野
毅
「
奇
門
遁
甲
の
基
礎
的
硏
究
」
を
參
照
。

（
38
）　

劉
國
祥
「
淺
議
『
奇
門
遁
甲
』
的
時
空
思
維
」（『
文
化
與
傳
播
』
二
〇
一
五
年
第

七
集
、
汲
古
書
院
、
一
九
七
八
年
、
所
收
）
卷
二
十
四
「
別
畫
」、
三
五
〇
頁
。

（
17
）　
［
淸
］
黃
漢
『
猫
苑
』（『
筆
記
小
說
大
觀
』
第
二
十
五
册
、
江
蘇
廣
陵
出
版
社
、

一
九
八
三
、
所
收
）、
一
九
〇
頁
。

（
18
）　

三
浦
國
雄
「
通
書
『
玉
匣
記
』
初
探
」（『
人
文
學
報
』
第
八
十
六
號
、
京
都
大
學

人
文
科
學
硏
究
所
、
二
〇
〇
二
年
三
⺼
、
一
〜
二
四
頁
）
を
參
照
。

（
19
）　
『
張
果
星
宗
』（
陳
夢
雷
編
『
古
今
圖
書
集
成
』、
文
星
書
店
、
一
九
六
四
年
、「
藝

術
典
星
命
部
」
卷
五
百
六
十
七
、
所
收
）「
猫
眼
辨
時
」。『
玉
匣
記
』
に
つ
い
て
は
、

廣
盛
堂
刊
本
『
增
補
選
擇
通
書
廣
玉
匣
記
』
や
上
海
千
頃
堂
石
印
本
な
ど
の
古
い
刊

本
の
み
な
ら
ず
、『
增
補
玉
匣
記
』（
內
蒙
古
人
民
出
版
社
、
二
〇
一
〇
年
）、『
增
補

萬
全
玉
匣
記
』（
中
醫
古
籍
出
版
社
、
二
〇
一
二
年
）
な
ど
、
現
代
に
お
い
て
流
通

し
て
い
る
『
玉
匣
記
』
諸
本
も
ま
た
三
分
說
を
載
せ
て
い
る
。

（
20
）　

坂
出
祥
伸
、
小
川
陽
一
編
『
三
台
萬
用
正
宗
』（
汲
古
書
院
、
二
〇
〇
〇
年
）
第

一
册
、
一
三
一
頁
。

（
21
）　

周
玉
泉
口
述
、
龔
克
敏
整
理
『
玉
蜻
蜓
』（
江
蘇
文
藝
出
版
社
、
一
九
八
五
年
）

に
確
認
で
き
る
。『
玉
蜻
蜓
』
に
お
け
る
「
猫
時
計
」
說
の
事
例
に
つ
い
て
、
詳
し

く
は
歬
揭
拙
稿
「「
猫
時
計
」
硏
究
―
中
國
人
は
猫
の
瞳
に
時
刻
を
讀
ん
だ
か
」
を

參
照
さ
れ
た
い
。

（
22
）　

李
蕙
珠
「
倚
蓉
室
野
乘
」（『
眉
語
』
第
一
卷
第
二
號
、
一
九
一
五
年
二
⺼
、
一

頁
）、
蓮
碧
「
天
然
計
時
鐘
之
利
用
」（『
申
報
』、
一
九
二
二
年
五
⺼
五
日
、
第
二
〇

版
）、
復
林
「
童
子
軍
智
嚢
」（『
兒
童
世
界
』
第
十
三
卷
第
一
朞
、
商
務
印
書
館
、

一
九
二
五
年
一
⺼
、
九
七
頁
）
な
ど
が
擧
げ
ら
れ
る
。

（
23
）　

袁
傑
主
編
、
故
宮
博
物
院
編
『
淸
宮
獸
譜
』（
故
宮
出
版
社
、
二
〇
一
四
年
）

「
猫
」、
一
〇
六
頁
。

（
24
）　

歬
揭
鶴
ヶ
谷
眞
一
『
猫
の
目
に
時
閒
を
讀
む
』、
五
八
頁
。

（
25
）　

同
上
、
五
九
頁
。



日
本
中
國
學
會
報
　
第
七
十
二
集

八
八

一
朞
、
四
九
〜
五
二
頁
）
を
參
照
。

（
39
）　

同
上
。

（
40
）　
「
𤇆
波
釣
叟
賦
」「
𤇆
波
釣
叟
訣
」
と
も
言
う
。

（
41
）　
『
奇
門
遁
甲
元
機
』（
華
陽
逸
叟
輯
『
淸
隱
山
房
叢
書
』、
一
八
八
三
年
）「
奇
門
遁

甲
𤇆
波
釣
叟
歌
」。

（
42
）　

同
上
。

（
43
）　

王
光
華
、
李
秀
茹
「
試
析
秦

『
日
書
』
辰
、
戌
、
丑
、
未
四
季
土
」（『
求
索
』

二
〇
〇
六
年
第
九
朞
、
二
〇
四
〜
二
〇
六
頁
）
を
參
照
。

（
44
）　
［
朙
］
王
圻
『
三
才
圖
會
』（
朙
萬
曆
王
思
義
校
正
本
影
印
、
上
海
古
籍
出
版
社
、

一
九
八
八
年
、
八
九
五
頁
）
時
令
一
卷
。




